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小
田
原
城
総
構
の
登
場

小
田
原
城
総
構
（
大
外
郭
）
と
は
、
北
条
氏
が
天
正
一
八
（
一
五
九
〇
）
年
、

豊
臣
秀
吉
の
来
攻
に
備
え
、
城
下
町
の
範
囲
ま
で
堀
と
土
塁
で
囲
ん
だ
周
囲
九
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
防
衛
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
小
田
原
城
攻
囲
戦
に
総
勢
約
十
五

万
と
も
言
わ
れ
る
大
軍
を
投
入
し
た
秀
吉
も
こ
の
巨
城
の
前
で
は
力
攻
め
を
諦
め

持
久
戦
へ
と
シ
フ
ト
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
秀
吉
は
北
条
氏
の
降

伏
を
促
す
こ
と
に
な
り
、
同
年
七
月
六
日
、
五
代
当
主
北
条
氏
直
が
自
ら
の
命
と

引
き
換
え
に
一
族
家
臣
、
領
民
の
助
命
を
求
め
秀
吉
配
下
の
武
将
滝
川
雄
利
の
陣

へ
投
降
し
た
。
氏
直
は
高
野
山
へ
追
放
、
四
代
氏
政
と
そ
の
弟
氏
照
に
は
切
腹
が

言
い
渡
さ
れ
、
五
代
百
年
続
い
た
北
条
氏
は
小
田
原
を
去
っ
た
。

城
壁
で
都
市
を
取
り
囲
む
例
と
し
て
、
中
国
の
万
里
の
長
城
や
都
城
、
西
洋
諸

国
の
城
塞
都
市
が
見
ら
れ
る
が
、
国
内
で
総
構
の
最
古
の
も
の
と
し
て
荒
木
村
重

の
居
城
と
し
て
有
名
な
有
岡
城
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
織
田
信
長
の
岐
阜
城
や
安

土
城
な
ど
に
も
総
構
が
あ
っ
た
が
、
小
田
原
城
総
構
が
何
よ
り
も
輝
き
を
魅
せ
る

の
は
、
実
戦
で
約
十
五
万
の
大
軍
を
相
手
に
互
角
に
戦
っ
た
実
績
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。

小
田
原
合
戦
の
後
、
小
田
原
城
総
構
に
手
を
焼
い
た
秀
吉
を
は
じ
め
配
下
の
武

将
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
自
身
の
居
城
に
総
構
を
築
い
て
お
り
、
領
国
経
営
の
拠
点
と

し
て
城
郭
都
市
を
形
成
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
小
田
原
城
総
構
の
存
在
は
近
世
城

郭
都
市
の
礎
を
築
く
こ
と
に
つ
な
が
り
、
明
治
維
新
後
も
各
城
下
町
は
主
要
都
市

と
し
て
発
展
、
日
本
の
経
済
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
小
田
原
で
は
江
戸
時
代
に
入
る
と
小
田
原
城
総
構
の
範
囲
を
小
田
原
府

内
（
お
だ
わ
ら
ふ
な
い
）
、
総
構
を
府
内
構
（
ふ
な
い
が
ま
え
）
と
呼
び
、
都
市

小
田
原
の
境
界
と
し
て
そ
の
範
囲
が
使
わ
れ
、
明
治
維
新
後
の
小
田
原
町
も
総
構

の
範
囲
が
基
本
と
な
っ
た
。
現
代
で
も
古
い
人
の
間
で
は
御
府
内
と
い
う
呼
び
方

が
残
り
、
板
橋
の
「
箱
根
板
橋
駅
」
、
風
祭
の
「
箱
根
病
院
」
な
ど
の
名
称
に
板

橋
見
附
以
西
が
小
田
原
府
外
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
つ
ま
り
、
小
田
原
と
は

総
構
の
範
囲
「
小
田
原
城
」
の
範
囲
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
「
小
田
原
の
ル
ー

ツ
」
は
「
小
田
原
城
」
が
基
本
に
な
る
の
で
あ
る
。
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（１）

小
田
原
城
総
構
（
大
外
郭
）

小
田
原
城
の
起
源

平
安
時
代
、
小
田
原
の
早
川
流
域
に
早
川
荘
と
い
う
荘
園
が
存
在
し
て
い
た
。

源
頼
朝
の
旗
揚
げ
に
協
力
し
た
土
肥
実
平
の
息
子
遠
平
が
恩
賞
と
し
て
早
川
荘
を

与
え
ら
れ
、
小
早
川
を
名
乗
っ
た
。
後
の
戦
国
大
名
小
早
川
氏
の
始
祖
と
な
る
が
、

小
早
川
氏
の
居
館
が
小
田
原
の
何
処
か
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

小
田
原
城
の
起
源
に
繋
が
る
確
証
は
な
い
。

小
田
原
城
の
起
源
と
知
ら
れ
る
の
は
室
町
時
代
、
戦
国
時
代
の
直
前
に
起
っ
た

享
徳
の
乱
の
時
で
あ
る
。
鎌
倉
公
方
に
味
方
し
た
大
森
安
楽
斎
入
道
（
頼
春
）
・

憲
頼
親
子
が
康
正
二
（
一
四
五
六
）
年
に
小
田
原
城
を
築
城
し
た
と
鎌
倉
大
草
紙

に
記
さ
れ
て
お
り
、
以
降
、
大
森
氏
が
小
田
原
城
を
拠
点
と
し
て
い
た
。

戦
国
大
名
小
田
原
北
条
氏
の
時
代

戦
国
時
代
に
小
田
原
に
君
臨
し
た
の
が
小
田
原
北
条
氏
（
以
下
北
条
氏
）
で
あ

る
。
通
説
で
は
明
応
四
（
一
四
九
五
）
年
に
北
条
早
雲
こ
と
伊
勢
宗
瑞
が
小
田
原

城
を
手
に
入
れ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
研
究
で
は
、
少
な
く
て
も
翌
年

明
応
五
（
一
四
九
六
）
年
か
ら
文
亀
元
（
一
五
〇
一
）
年
の
間
に
小
田
原
城
を
奪

取
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
嫡
男
の
氏
綱
が
小
田
原
城
主
と
な
り
、
宗
瑞

は
晩
年
を
伊
豆
韮
山
城
に
て
過
ご
し
た
。
宗
瑞
の
死
後
も
氏
綱
は
小
田
原
城
を
本

拠
地
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
以
後
も
小
田
原
城
が
北
条
氏
の
拠
点
に
な
っ
た
。

小
田
原
城
を
難
攻
不
落
の
城
と
し
て
有
名
に
し
た
の
が
三
代
氏
康
の
時
代
で
あ

る
。
永
禄
四
（
一
五
六
一
）
年
に
上
杉
謙
信
、
永
禄
十
二
（
一
五
六
九
）
年
に
は

武
田
信
玄
と
い
っ
た
名
立
た
る
戦
国
大
名
が
相
次
い
で
攻
め
寄
せ
て
い
る
が
、
何

れ
も
撥
ね
退
け
て
お
り
、
天
下
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
。
だ
が
、
武
田
信
玄
の
来

攻
時
で
は
、
城
下
町
や
嫡
男
の
氏
政
の
屋
敷
が
焼
か
れ
、
小
田
原
城
も
本
丸
の
み

残
し
て
落
城
寸
前
の
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
経
験
か
ら
小
田
原

城
は
防
御
力
を
高
め
る
た
め
更
に
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
全
長
九
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
総
構
を
築
く
に
至
る
。



（２）

（
一
）
『
井
細
田
口
』
と
『
竹
の
花
広
小
路
』

西
方
の
箱
根
起
源
の
丘
陵
が
足
柄
平
野
に
尽
き
よ
う
と
す
る
急
崖
の
基
部
に
、

こ
れ
ま
で
迎
っ
て
き
た
渋
取
川
を
ひ
き
よ
せ
て
、
そ
の
間
隙
を
利
用
し
て
城
門
を

構
成
す
る
ら
し
い
。
し
か
し
現
在
は
道
路
や
鉄
道
に
分
断
さ
れ
て
、
旧
状
を
窺
い

知
る
事
を
困
難
に
し
て
い
る
。
こ
の
門
を
出
る
と
「
寺
町
」
で
、
西
南
方
の
入
谷

津
に
続
き
寺
院
の
集
合
す
る
こ
と
で
著
し
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
よ
り
北
上
す
る

街
道
は
、
い
わ
ゆ
る
「
甲
州
街
道
」
で
あ
る
。

竹
の
花
町
の
北
端
の
街
道
に
沿
っ
た
西
側
の
部
分
に
か
な
り
広
い
長
方
形
の
一

角
が
あ
り
、
こ
の
付
近
を
「
竹
の
花
広
小
路
」
と
い
う
。
現
在
の
バ
ス
停
の
位
置

の
こ
と
で
は
な
い
。
古
絵
図
に
も
こ
の
長
方
形
の
部
分
を
描
く
も
の
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
は
井
細
田
口
に
附
属
す
る
勢
溜
り
の
機
能
が
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
城
下
の
多

く
の
広
小
路
が
、
戦
略
よ
り
も
火
災
時
の
類
焼
を
阻
止
す
る
目
的
で
配
置
さ
れ
て

い
る
の
と
、
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
竜
洞
院
裏

電
電
公
社
ナ
ン
バ
ー
１
住
宅
の
北
側
の
道
路
に
西
北
か
ら
斜
に
交
叉
す
る
道
路

が
あ
り
、
こ
の
道
路
敷
が
ほ
ぼ
史
跡
指
定
地
に
相
当
す
る
の
で
、
堀
の
位
置
は
こ

の
道
路
の
北
側
、
現
在
東
西
方
向
に
五
戸
の
人
家
が
一
列
に
建
っ
て
い
る
部
分
に

あ
た
る
。
地
形
は
現
在
西
隣
の
谷
津
御
鐘
ノ
台
東
縁
よ
り
十
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低

く
し
か
も
完
全
に
平
坦
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
期
の
地
形
図
に
よ
る
と
以
前
は

も
ち
ろ
ん
自
然
勾
配
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
田
中
誠
一
氏
に
よ
る
と
こ
の
切
削

は
昭
和
初
頭
ご
ろ
か
ら
始
っ
た
も
の
で
、
同
氏
の
御
記
憶
に
よ
る
と
当
時
の
原
形

は
凡
例
２
の
構
造
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
三
）
谷
津
御
鐘
ノ
台
張
出

谷
津
御
鐘
ノ
台
の
北
端
、
小
松
原
の
西
隣
に
位
置
す
る
大
形
の
張
出
で
あ
る
。

本
来
御
鐘
ノ
台
張
出
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
小
峯
御
鐘
ノ
台
と
混
同
を
さ
け
て

右
の
仮
称
を
つ
け
た
。
台
地
の
標
高
は
約
三
六
メ
ー
ト
ル
西
面
及
び
北
面
は
完
全

に
削
り
去
ら
れ
て
急
崖
を
作
り
、
東
面
に
だ
け
堀
の
痕
跡
を
示
す
位
置
が
一
か
所

あ
る
。
田
中
誠
一
氏
の
談
に
よ
れ
ば
、
堀
は
か
つ
て
竜
洞
院
裏
と
同
一
レ
ベ
ル
で

続
い
て
お
り
、
現
在
の
崖
下
の
道
の
上
空
約
九
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
走
り
、
最
後

に
削
平
さ
れ
た
時
期
は
五•

六
年
前
で
あ
る
と
い
う
。

（
四
）
史
跡
標
柱
東

前
項
の
位
置
か
ら
遺
構
は
斜
面
を
急
に
上
昇
し
、
高
度
約
八
メ
ー
ト
ル
余
り
を

へ
だ
て
て
こ
の
地
域
に
入
る
。
全
域
の
遣
構
の
拡
張
に
よ
る
改
変
が
認
め
ら
れ
、

田
中
誠
一
氏(

六
二
才•

小
田
原
市
荻
窪
三
九
四)

に
よ
る
と
、
宅
地
造
成
の
際
に

崩
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

図２．小田原城総構遺構図「竜洞院裏～山ノ神台東」
『史跡小田原城址保存管理計画策定報告書』
小田原市教育委員会 1975 作図 小田原城郭研究会



（３）

張
出
の
東
側
は
直
角
に
東
に
曲
折
し
、
こ
の
付
近
の
堀
は
張
出
の
斜
面
を
走
ら

ず
に
谷
状
地
形
の
底
部
へ
位
置
し
、
堀
幅
は
明
瞭
で
一
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
。
東
方

へ
進
む
に
つ
れ
て
低
く
つ
い
に
切
通
し
の
道
路
へ
出
る
が
、
こ
の
勾
配
は
堀
底
に

何
回
か
の
段
差
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。

張
出
北
面
は
原
形
の
土
塁
（
城
内
壁
）
が
削
ら
れ
て
道
路
と
な
り
、
堀
の
位
置

は
そ
の
外
側
で
、
現
在
人
家
が
一
列
に
並
ん
で
い
る
部
分
に
相
当
す
る
よ
う
で
あ

る
。
北
面
の
全
長
は
約
一
八
メ
ー
ト
ル
、
人
家
背
後
に
掻
き
上
げ
の
痕
跡
ら
し
い

も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

（
九
）
山
ノ
神
台

山
ノ
神
台
突
出
部
か
ら
東
北
部
へ
ほ
ぼ
直
線
に
延
び
る
部
分
で
、
総
延
長
約
一

六
〇
メ
ー
ト
ル
、
突
出
部
よ
り
東
北
へ
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
平
面
的
に
位

差
を
生
じ
、
そ
れ
よ
り
東
方
は
堀
幅
分
ほ
ど
外
側
へ
移
動
す
る
。
二
か
所
に
崩
落

が
あ
り
、
一
は
突
出
部
の
外
側
、
二
は
こ
れ
よ
り
位
差
ま
で
お
よ
そ
中
間
の
位
置

だ
が
、
全
体
的
に
堀
は
明
瞭
で
あ
る
。

突
出
部
に
は
二
か
所
に
段
違
い
が
あ
り
、
そ
の
一
は
西
高
東
低
で
段
差
一
・
五

メ
ー
ト
ル
、
そ
の
二
は
東
高
西
低
で
段
差
二
メ
ー
ト
ル
、
こ
の
二
か
所
の
段
違
い

に
よ
っ
て
突
出
部
北
側
に
大
き
な
凹
入
が
あ
る
。
遺
構
は
堀
幅
は
七
～
一
〇
メ
ー

ト
ル
を
測
る
。

（
一
〇
）
荻
窪
口
東
縁
部

山
ノ
神
堀
切
よ
り
東
方
、
荻
窪
側
に
降
り
る
農
道
側
を
い
う
。
小
田
原
城
関
係

図
を
時
代
順
に
検
討
す
る
と
、
江
戸
時
代
で
も
終
末
に
近
い
頃
に
は
こ
の
農
道
ま

で
を
言
う
。
小
田
原
城
関
係
図
を
時
代
順
に
検
討
す
る
と
、
江
戸
時
代
で
も
終
末

に
近
い
頃
に
は
こ
の
農
道
を
荻
窪
口
と
す
る
が
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
に
つ
れ
て

荻
窪
口
の
位
置
は
山
ノ
神
掘
切
に
近
づ
く
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。
農
道
と
大
掘
切

と
は
直
線
距
離
に
し
て
約
一
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
に
あ
る
。

（
一
一
）
荻
窪
口
（
推
定
）
と
そ
の
西
縁

こ
れ
よ
り
西
方
へ
続
く
桜
ノ
馬
場
と
、
東
方
山
ノ
神
台
地
と
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立

さ
せ
る
効
果
を
持
ち
、
西
方
入
谷
津
側
へ
下
る
掘
切
と
あ
わ
せ
て
重
要
な
遺
構
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
況
で
は
掘
切
の
規
模
は
や
や
大
き
く
、
む
し
ろ
外
郭

に
付
属
す
る
遺
構
と
み
な
す
こ
と
が
妥
当
で
、
恐
ら
く
こ
こ
は
『
荻
窪
口
虎
口
』

の
一
部
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
掘
切
は
全
長
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
掘
幅
は
外
郭

に
面
す
る
位
置
が
最
大
で
一
一
メ
ー
ト
ル
、
中
間
部
分
で
は
七
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で

あ
る
。
外
角
に
接
す
る
付
近
で
堀
底
よ
り
桜
ノ
馬
場
側
と
は
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
の

比
高
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
土
塁
ら
し
い
も
の
が
認
め

ら
れ
る
の
で
、
合
計
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
い
だ
け
で
、
こ
の
面
は
上
部
に
土
塁
ら

し
い
も
の
は
存
在
し
て
し
な
い
。
付
近
は
す
べ
て
蜜
柑
畑
。

こ
の
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
部
は
現
況
図
で
も
か
な
り
壁
面
が
広
い
が
、
文
久
図
は

こ
の
部
分
を
堀
と
認
め
て
か
な
り
拡
大
し
て
描
い
て
い
る
。
今
後
調
査
の
必
要
な

部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
現
況
で
は
内
側
が
高
く
外
側
と
は
約
一
・
五
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
低
い
。

（
五
）
史
跡
標
柱

谷
津
御
鐘
ノ
台
西
端
の
地
域
で
、
遺
構
の
保
存
状
態
は
よ
い
。
土
塁•

堀•

搔
き

上
げ
と
も
残
る
が
、
た
だ
し
搔
き
上
げ
は
東
方
が
や
や
不
明
で
あ
る
。
堀
幅
は
約

七
メ
ー
ト
ル
、
土
塁
敷
は
幅
〇•

八
メ
ー
ト
ル
、
中
央
の
湾
入
部
付
近
で
の
土
塁

高
さ
は
堀
の
表
面
よ
り
約
二
メ
丨
ト
ル
。

（
六
）
史
跡
標
柱
西

こ
の
付
近
は
い
わ
ゆ
る
久
野
口
に
比
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
現
況
は
前
項
に

同
じ
で
ほ
と
ん
ど
開
発
さ
れ
て
い
る
。
道
路
と
直
交
す
る
付
近
に
大
き
な
曲
折
が

あ
り
、
昭
和
十
三
年
史
跡
指
定
の
際
の
地
籍
図
に
よ
っ
て
推
定
線
を
示
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
曲
折
は
広
角
に
外
方
へ
開
く
が
、
し
か
し
古
城
図
類
の
多
く
は
き
わ

め
て
鋭
角
で
、
そ
の
状
況
は
東
方
よ
り
著
し
く
岩
槻
台
方
面
に
堀
は
寄
る
こ
と
に

な
る
。
今
後
の
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

（
七
）
城
源
寺
と
城
源
寺
縦
堀

城
源
寺
一
帯
は
巨
大
な
湾
入
地
形
で
、
地
名
を
城
下
と
い
う
。
寺
は
山
号
花
岳

山
で
大
森
氏
の
居
館
が
花
岳
ま
た
は
華
嶺
つ
い
で
小
峯
な
ど
と
称
し
た
と
す
る
伝

承
も
あ
り
、
小
田
原
城
の
歴
史
に
深
く
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、

そ
れ
を
伝
え
る
史
科
は
乏
し
い
。

そ
の
城
源
寺
の
北
側
か
ら
、
大
外
郭
の
空
堀
は
突
然
急
勾
配
を
昇
り
は
じ
め
る
。

堀
底
の
傾
斜
か
ら
ま
さ
に
縦
堀
の
状
況
で
、
こ
れ
ま
で
横
堀
ば
か
り
見
て
き
た
目

に
は
意
外
な
ほ
ど
に
映
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
匹
敵
す
る
急
斜
面
の
空
堀
は
他
に

一
箇
所
西
南
部
の
板
橋
見
附
上
段
に
存
在
し
た
が
、
こ
れ
は
東
海
道
新
幹
線
の
工

事
で
消
滅
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
遺
構
は
中
世
城
郭
の
縦
堀
と
は
構
成
の
目
的
や

そ
の
手
法
に
お
い
て
全
く
同
一
で
は
な
い
が
、
北
条
氏
時
代
小
田
原
城
の
な
か
で
、

特
に
注
意
さ
れ
て
よ
い
遺
構
で
あ
る
。

（
八
）
城
下
張
出

小
田
原
城
外
郭
中
最
も
北
方
へ
突
出
す
る
張
出
で
、
東
西
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
、

南
北
約
四
五
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
を
示
し
、
現
在
上
部
は
宅
地
化
さ
れ
て
平
坦
で

あ
る
が
、
以
前
の
地
形
図
に
よ
る
と
東
側
面
の
み
塁
状
に
高
く
や
や
北
西
に
傾
斜

し
た
標
高
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地
で
あ
る
。
小
字
名
を
城
下
と
い
う
。



（４）

図３．小田原城総構遺構図「山の神台東～稲荷森西」
『史跡小田原城址保存管理計画策定報告書』
小田原市教育委員会1975 作図 小田原城郭研究会

（
一
二
）
稲
荷
森
湾
入
堀

東
は
山
ノ
神
掘
切
西
に
続
き
、
そ
れ
よ
り
ほ
ぼ
直
角
に
南
方
へ
深
く
入
り
込
み
、

鋭
角
に
北
西
方
向
に
抜
け
る
長
さ
九
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
急
な
湾
入
と
、
そ
の
西

に
現
在
堀
底
が
蜜
柑
畑
と
な
っ
て
い
る
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
部
分
を
合
わ
せ
、

総
延
長
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
画
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
湾
入
部
は
、
全
域
孟
宗
竹
の
群
棲
中
に
あ
り
、
そ
の
た
め
堀
の
埋
め

戻
し
が
行
な
わ
れ
ず
、
小
田
原
城
外
郭
遺
構
中
比
類
の
な
い
優
秀
な
部
分
で
、
よ

く
原
形
を
残
す
貴
重
な
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。
外
郭
に
つ
い
て
は
全
く
発
掘
調
査

が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
現
在
、
こ
の
遺
構
の
存
在
に
よ
っ
て
外
郭
堀
底
の
形
態
や

規
模
な
ら
び
に
残
土
の
掻
き
上
げ
状
態
を
知
る
事
ば
か
り
か
、
堀
の
埋
没
の
過
程

で
さ
え
も
知
り
得
て
、
小
田
原
城
外
郭
の
模
式
的
な
遺
構
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
こ
の
湾
入
を
「
稲
荷
森
湾
入
堀
」
と
命
名
し
た
。

（
一
三
）
小
峯
御
鐘
ノ
台
大
掘
切

小
田
原
城
遺
構
の
中
枢
部
は
、
東
西
方
向
に
併
行
し
て
走
る
三
条
の
丘
陵
地
に

よ
っ
て
い
る
。
そ
の
通
称
を
北
か
ら
列
記
す
れ
ば
、
小
松
原
か
ら
山
ノ
神
台
地
・

八
幡
山
台
地
・
天
神
山
台
地
の
順
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
方
向
か
ら
の
丘
陵
の
稜
線

は
そ
の
西
端
に
近
い
小
峯
御
鐘
ノ
台
付
近
で
合
流
し
、
一
条
の
尾
根
と
な
っ
て
西

進
し
て
通
称
一
枚
畠
で
終
わ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
小
峯
御
鐘
ノ
台
は
小
田
原
城
遺

構
中
枢
部
が
、
要
害
と
し
て
占
有
す
る
三
条
の
稜
線
の
扇
の
要
の
地
形
を
示
す
。

こ
の
よ
う
な
山
中
に
、
小
田
原
城
遺
構
の
中
で
も
類
例
の
稀
な
、
大
規
模
な
中
世

的
遺
構
が
集
中
す
る
理
由
は
、
小
田
原
城
全
域
の
立
地
を
観
察
し
て
は
じ
め
て
理

解
さ
れ
る
。

小
峯
御
鐘
ノ
台
は
、
標
高
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地
に
あ
り
、
丘
陵
の
幅
は
最

狭
部
を
南
北
方
向
に
測
っ
て
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
で
あ
る
。
こ
の
尾
根
を
ほ
ぼ

東
西
に
二
分
し
て
三
条
の
大
掘
切
り
が
存
在
し
、
三
条
と
も
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
並

行
し
て
い
る
。
西
方
城
外
側
よ
り
初
列
・
次
列
・
三
列
の
順
を
、
こ
の
報
告
書
で

は
そ
れ
ぞ
れ
西
堀
・
中
堀
・
東
堀
と
仮
称
し
た
。
本
稿
の
記
載
の
順
序
も
西
堀
つ

ま
り
城
外
側
よ
り
内
側
へ
及
ぶ
よ
う
に
し
た
。
東
堀
は
そ
の
南
端
が
『
新
堀
遺

構
』
に
接
続
し
、
そ
の
北
端
は
『
御
前
曲
輪
』
上
段
遺
構
立
体
的
に
接
続
し
て
い

る
。
堀
の
規
模
は
最
も
大
き
く
、
城
内
側
に
依
存
す
る
土
塁
も
小
田
原
城
遺
構
の

中
で
最
大
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
位
置
的
に
も
古
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中
堀
は
現
在
道
路
と
な
っ
て
い
て
、
東
西
両
端
と
も
開
口
し
て
し
ま
っ
た
が
、

古
城
図
類
や
公
図
な
ど
か
ら
み
て
本
来
は
中
途
で
終
始
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
い
わ
ゆ
る
空
堀
の
中
で
は
屈
曲
が
多
く
規
模
は
小
さ
く
、
む
し
ろ
次
の
西
堀

付
属
す
る
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
は
今
後
の
検
討
に
待
ち
た
い
。
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小田原市教育委員会 1995 作図：小田原城郭研究会
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中
堀
に
は
枝
掘
が
付
属
す
る
の
も
特
色
に
思
わ
れ
る
。
第
一
回
屈
曲
よ
り
や
や

北
に
寄
っ
て
西
方
へ
奥
行
四
メ
ー
ト
ル
の
入
り
掘
り
が
あ
る
。
幅
は
現
在
拡
大
さ

れ
て
八
メ
ー
ト
ル
を
測
る
が
、
も
ち
ろ
ん
原
形
と
は
思
わ
れ
な
い
。
次
に
第
二
回

屈
曲
を
そ
の
ま
ま
東
方
へ
進
ん
で
つ
い
に
東
堀
の
堀
底
へ
達
す
る
枝
掘
が
あ
り
、

こ
れ
は
屈
曲
点
よ
り
の
長
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
き
わ
め
て
狭
い
枝
掘
で
周

囲
の
掘
切
り
遺
構
と
は
著
し
く
規
模
が
相
違
し
、
一
見
後
の
開
削
に
疑
わ
れ
る
が
、

し
か
し
小
田
原
城
関
係
の
古
図
類
で
は
ど
の
系
統
の
図
に
も
最
初
か
ら
表
現
さ
れ

て
い
る
。
並
列
す
る
と
大
堀
と
そ
れ
を
結
ぶ
狭
少
な
枝
堀
の
例
は
、
小
田
原
城
天

守
閣
背
後
の
現
在
遊
園
地
付
近
に
も
存
在
し
た
。
こ
の
距
っ
た
両
地
域
に
お
け
る

構
造
上
の
著
し
い
相
似
は
注
意
さ
れ
て
も
よ
い
と
考
え
る
。

（
一
六
）
大
掘
切
・
西
堀

現
在
で
は
全
長
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
範
囲
し
か
観
察
で
き
な
い
が
、
公

図
な
ど
に
よ
れ
ば
全
長
約
二
一
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
距
離
で
残
存
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
尾
根
筋
を
横
断
す
る
位
置
に
あ
り
、
掘
切
り
の
形
態
を
な
す
た

め
掘
り
の
左
右
に
明
確
な
段
差
は
無
く
、
わ
ず
か
に
西
高
東
低
の
現
地
形
に
よ
る

高
低
差
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
堀
の
東
側
に
は
『
小
峰
御
鐘
ノ
台
東
』
の
土
塁
が

続
き
、
こ
こ
も
原
形
を
良
く
保
存
し
て
い
る
。

規
模
は
北
端
段
違
い
部
分
か
ら
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
ほ
ぼ
直
線
状
に
南
方
へ

走
り
、
そ
れ
よ
り
直
角
に
東
方
へ
折
れ
て
約
一
五
メ
ー
ト
ル
直
進
し
、
さ
ら
に
再

び
南
方
へ
直
角
に
折
れ
、
つ
ま
り
二
回
屈
曲
を
示
す
。
こ
れ
よ
り
先
端
ま
で
の
一

部
埋
没
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
部
分
戦
後
に
受
け
た
変
更
な
の
で
現
状
復
帰
が

可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
屈
曲
点
よ
り
約
三
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
が
観
察
に

よ
っ
て
追
跡
で
き
る
。
堀
幅
は
比
較
的
保
存
状
態
が
良
い
部
分
で
堀
底
で
測
っ
て

平
均
八･

五
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
は
外
郭
空
堀
の
う
ち
東
方
よ
り
接
続
し
て
く
る
も

の
の
平
均
堀
幅
に
等
し
い
。
西
堀
の
北
端
は
他
に
類
を
み
な
い
よ
う
な
残
存
状
態

の
よ
い
三
方
向
か
ら
の
段
違
い
構
造
を
示
し
、
西
堀
は
直
接
に
は
東
方
よ
り
の
外

郭
空
堀
に
接
続
し
て
い
る
。
現
在
接
続
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
土
止
石
垣
が
施
工

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
工
事
以
前
の
観
察
で
は
西
堀
と
外
郭
東
方
よ
り
の
空
堀
と

の
中
央
軸
線
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
双
方
の
堀
底
は
ほ
と
ん
ど
直
角
に
落
差
が
あ
り
、

そ
の
高
低
差
は
西
堀
の
方
が
五
メ
ー
ト
ル
高
か
っ
た
。
ま
た
西
堀
東
側
つ
ま
り
城

内
側
に
は
土
塁
が
存
在
し
、
こ
れ
は
外
郭
土
塁
に
接
続
し
て
「
小
峯
御
鐘
ノ
台

東
」
方
向
に
続
く
。
右
の
三
方
向
の
段
違
い
構
造
の
付
近
で
は
き
わ
め
て
保
存
状

態
が
よ
く
、
重
要
な
構
造
の
一
部
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

西
堀
は
そ
の
南
端
は
外
郭
よ
り
派
生
し
た
空
堀
と
相
対
し
て
い
た
が
、
こ
の
部
分

は
埋
戻
・
削
平
な
ど
に
よ
り
現
状
が
著
し
く
改
変
さ
れ
て
現
状
で
は
追
跡
で
き
な

く
な
っ
た
。
堀
の
北
端
に
外
郭
と
接
続
す
る
部
分
が
あ
っ
て
、
こ
の
西
堀
の
底
部

は
最
も
高
く
、
つ
い
で
外
郭
西
方
よ
り
の
堀
、
さ
ら
に
外
郭
東
方
か
ら
の
堀
と
順

次
低
く
、
つ
ま
り
三
段
階
の
位
差
を
示
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
西
堀
は
そ
の
中
央

部
付
近
で
二
回
屈
曲
を
も
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
こ
の
堀
の
成
立
時
代
の
お
よ
そ

の
上
限
を
知
る
事
が
出
来
る
。

（
一
四
）
大
掘
切
・
東
堀

小
田
原
城
三
の
丸
西
縁
中
堀
に
平
行
し
な
が
ら
南
北
に
延
び
る
が
、
南
端
は
東

南
方
向
に
一
回
屈
曲
し
て
「
新
堀
」
の
基
点
の
一
部
を
な
し
て
い
る
。
北
端
は
埋

没
さ
れ
て
そ
こ
を
道
路
が
横
断
す
る
が
、
こ
の
道
路
が
完
成
す
る
以
前
は
こ
の
北

端
部
は
さ
ら
に
北
側
へ
出
て
つ
ま
り
ほ
と
ん
ど
掘
切
っ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
南
方

の
屈
曲
点
ま
で
の
東
堀
延
長
は
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
三
条
の
御
鐘
ノ
台
掘
切
り
の

中
で
も
も
っ
と
も
大
形
の
遺
構
で
あ
る
。

東
側
は
中
堀
と
の
間
に
旧
火
葬
場
の
台
地
が
あ
り
、
東
側
は
堀
に
沿
っ
て
大
形

の
土
塁
が
平
行
し
て
い
る
。
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
（
城
内
側
よ
り
の
比
高
）
、
天

端
幅
は
約
四
メ
ー
ト
ル
。
保
存
状
態
は
か
な
り
良
好
で
あ
る
。
な
お
こ
の
北
端
の

下
段
に
は
「
御
前
曲
輪
」
が
あ
り
、
そ
の
西
南
部
の
湾
入
部
の
付
近
へ
ほ
ぼ
Ｔ
字

型
に
接
続
す
る
。
ほ
と
ん
ど
絶
壁
に
近
い
が
高
低
差
一
五
メ
ー
ト
ル
（
現
地
系
）

で
、
も
ち
ろ
ん
東
堀
が
高
位
で
あ
る
。

（
一
五
）
大
掘
切
・
中
堀

西
堀
と
東
堀
と
の
中
間
に
位
置
す
る
の
で
こ
の
よ
う
に
仮
称
す
る
。
現
在
は
堀
底

が
道
路
に
な
り
、
さ
ら
に
路
傍
に
不
燃
物
な
ど
が
廃
棄
さ
れ
景
観
上
も
面
白
く
な

く
、
堀
の
両
壁
も
戦
後
道
路
拡
張
の
目
的
で
開
削
さ
れ
、
現
状
を
伝
え
る
と
思
わ

れ
る
部
分
は
比
較
的
に
少
な
い
。

堀
の
南
北
両
端
は
掘
り
に
な
っ
た
た
め
、
完
全
に
開
口
し
て
い
る
が
、
古
城
図

類
に
よ
る
と
そ
の
北
端
は
東
堀
北
端
と
ほ
ぼ
同
一
線
上
で
終
止
す
る
の
が
基
本
形

態
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
堀
は
底
よ
り
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
方
に
延
び
、

こ
こ
に
第
一
回
の
屈
曲
が
あ
る
。
こ
れ
は
直
角
で
は
な
く
む
し
ろ
「
く
」
字
型
に

近
い
。
こ
れ
は
一
五
メ
ー
ト
ル
で
再
び
南
方
に
折
れ
、
こ
れ
が
第
二
回
屈
曲
、
さ

ら
に
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
再
び
東
へ
折
れ
る
が
、
こ
れ
が
第
三
屈
曲
と
す
る
と
、

こ
の
第
三
回
屈
曲
は
全
く
痕
跡
的
な
状
態
で
ほ
と
ん
ど
は
道
路
工
事
の
た
め
に
消

滅
し
た
。
第
二
・
第
三
回
の
屈
曲
と
も
や
は
り
直
角
を
な
さ
ず
「
く
」
字
型
で
あ

る
。



（７）

（
一
七
）
小
峯
御
鐘
ノ
台
掘
切
西

御
鐘
ノ
台
大
掘
切
よ
り
西
方
は
小
田
原
外
郭
遺
構
の
最
西
端
に
あ
た
り
、
ま
た

こ
の
掘
切
の
存
在
に
よ
っ
て
別
郭
を
形
成
す
る
。
こ
の
独
立
郭
の
北
側
に
ほ
ぼ
東

西
方
向
に
走
る
外
郭
遺
構
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
大
掘
切
西
堀
に
接
続
す
る
部
分
を

標
記
の
よ
う
に
仮
称
す
る
。

堀
の
内
外
全
面
に
わ
た
っ
て
蜜
柑
畑
で
あ
る
が
、
堀
の
内
部
の
も
の
は
植
栽
さ

れ
た
の
が
最
も
遅
い
ら
し
く
、
比
較
的
樹
齢
は
若
い
。
大
堀
切
り
の
段
違
い
構
造

に
近
い
付
近
で
は
堀
幅
が
広
く
一
一
メ
ー
ト
ル
を
測
る
が
、
狭
い
部
分
で
は
七
～

八
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
段
違
い
構
造
よ
り
延
長
七
五
メ
ー
ト
ル
の
位
直
に
農

道
が
横
断
し
、
遺
構
は
こ
こ
で
ほ
ぼ
直
角
に
北
々
西
へ
折
れ
、
そ
の
位
置
を
こ
の

道
路
が
そ
の
ま
ま
走
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
道
路
西
縁
に
突
出
部
が
形
成
さ
れ
、

や
や
虎
口
の
形
態
を
思
わ
せ
る
が
そ
れ
ら
し
い
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
い
。
こ
の
付

近
の
堀
斜
面
は
比
較
的
残
存
状
態
が
良
く
、
西
部
も
こ
れ
に
準
じ
て
保
存
が
良
い

が
、
し
か
し
全
面
に
わ
た
り
そ
の
上
部
に
土
塁
の
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

堀
幅
は
農
道
西
側
の
突
出
部
を
さ
ら
に
西
へ
迂
回
す
る
地
点
よ
り
、
東
方
へ
段

違
い
構
造
付
近
ま
で
明
ら
か
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
東
方
へ
行
く
ほ
ど
深
く

な
っ
て
農
道
東
方
で
は
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
し
か
し
突
出
部
を
迂
回
す
る

付
近
で
は
全
く
痕
跡
的
で
さ
ら
に
西
へ
寄
っ
て
は
完
全
に
消
失
し
、
地
形
は
土
塁

(

堀
内
壁)

の
根
よ
り
自
然
勾
配
を
な
し
て
山
裾
に
向
い
、
こ
の
よ
う
に
徹
底
的
に

破
壊
を
受
け
て
い
る
。

「
大
掘
切
東
」
の
堀
と
は
現
況
で
二
メ
ー
ト
ル
の
高
底
差
を
も
っ
て
接
続
す
る
。

そ
の
状
態
は
大
掘
切
西
の
堀
底
が
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
堀
幅
を
持
ち
な
が
ら
、
大

掘
切
東
の
堀
底
へ
落
ら
込
み
、
そ
の
大
掘
切
東
の
堀
底
へ
御
鐘
ノ
台
初
列
の
「
西

堀
」
が
五
メ
ー
ト
ル
高
底
差
で
直
角
方
向
か
ら
落
ち
込
み
、
こ
の
三
方
向
か
ら
の

堀
底
は
一
○×

八
・
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
Ｔ
字
型
に
三
叉
し
て
い
る
。
大
掘
切

西
よ
り
の
堀
底
が
東
堀
に
落
ち
込
む
法
角
は
崩
壊
し
て
い
る
が
、
以
前
は
ほ
ぼ
直

角
に
切
り
立
っ
て
い
た
も
の
と
観
察
さ
れ
る
。

（
一
八
）
一
枚
昌
東

一
枚
畠
と
は
御
鐘
ノ
台
大
掘
切
り
西
方
の
最
高
地
点
を
呼
ぶ
小
字
名
で
、
小
田
原

城
外
郭
の
最
西
端
で
も
あ
る
。
標
高
一
二
三
メ
ー
ト
ル
の
台
地
で
、
東
方
は
大
掘

切
西
の
外
郭
に
接
続
し
、
西
方
は
水
ノ
尾
口
、
南
方
は
香
林
寺
山
な
ど
の
各
外
郭

遣
構
に
よ
り
、
ほ
ぼ
馬
蹄
形
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
北
側
の

遺
構
に
つ
い
て
、
便
宜
上
三
分
し
、
東
部
を
一
枚
畠
東
、
中
央
を
一
枚
畠
北
、
西

部
を
一
枚
畠
西
と
仮
称
し
た
。

図５．小田原城総構遺構図「小峯御鐘ノ台大掘切東～上二重戸張」
『史跡小田原城址保存管理計画の神策定報告書』
小田原市教育委員会1975 作図 小田原城郭研究会



（８）

こ
の
う
ち
一
枚
畠
東
外
郭
は
内
方
よ
り
み
る
と
緩
い
Ｗ
字
形
を
示
し
、
総
延
長
約

二
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
い
る
。
東
方
の
湾
入
部
の
下
隅
は
ほ
ぼ
直
角
に
折

れ
、
こ
れ
に
対
し
て
西
方
湾
入
部
は
ご
く
ゆ
る
ぃ
円
弧
を
な
し
て
い
る
。
な
お
こ

の
円
弧
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
斜
面
上
に
、
そ
れ
と
は
直
角
に
内
側
へ
入
る
不
明
な
堀

の
痕
跑
が
認
め
ら
れ
る
。
長
さ
幅
と
も
不
明
で
、
現
在
堀
の
東
側
壁
面
が
残
存
す

る
だ
け
で
あ
る
が
、
松
原
図
系
の
諸
城
図
が
虎
口
に
み
た
て
る
堀
の
内
側
の
一
部

で
あ
る
ら
し
く
、
そ
の
形
態
は
公
図
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
西
端
で
は
現
況
に
お
い
て
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
段
差
を
も
っ
て
堀

は
高
く
な
り
、
平
面
的
に
も
直
角
に
折
れ
て
一
枚
畠
北
面
の
最
も
突
出
す
る
部
分
、

す
な
わ
ち
一
枚
畠
北
へ
移
行
す
る
。

全
域
に
土
塁
は
認
め
ら
れ
な
い
。
搔
き
上
げ
は
痕
跡
を
残
す
部
分
も
あ
る
が
全
体

に
堀
の
埋
め
戻
し
が
徹
底
し
て
い
る
地
域
。
堀
幅
は
東
方
の
大
堀
切
西
に
接
続
す

る
部
分
で
九
・
二
～
九
・
五
メ
ー
ト
ル
、
西
方
で
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
測
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
痕
跡
を
か
ろ
う
じ
て
測
定
し
た
。

（
一
九)

一
枚
昌
北

ほ
ぼ
直
線
的
に
東
西
に
延
び
る
遣
構
で
あ
る
。
一
枚
畠
台
地
の
直
下
に
せ
ま
っ

て
い
て
、
堀
の
内
壁
は
高
く
か
つ
勾
配
は
急
で
あ
る
。
堀
の
延
長
は
約

一
一
〇

メ
ー
ト
ル
、
東
端
段
差
か
ら
西
へ
約
二
五
メ
丨
ト
ル
ほ
ど
の
間
は
一
○
〜
一
五
メ

丨
ト
ル
の
幅
を
も
っ
て
突
出
部
を
形
成
し
て
い
る
。
突
出
部
西
角
直
下
の
堀
は
平

面
的
に
は
六
メ
丨
ト
ル
ほ
ど
内
方
へ
ず
れ
、
こ
こ
に
二
つ
目
の
段
差
が
あ
っ
て
西

か
ら
落
ち
込
む
。
さ
ら
に
西
端
へ
移
っ
て
一
枚
畠
西
へ
は
三
つ
目
の
段
差
が
あ
り
、

約
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
比
高
で
こ
れ
は
東
か
ら
西
へ
落
ち
る
。

堀
幅
は
か
な
り
明
瞭
で
東
端
の
段
差
付
近
で
は
一
メ
丨
ト
ル
を
測
り
、
そ
の
外
壁

は
高
さ
八
○
セ
ン
チ
内
外
の
堀
縁
が
残
り
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
は
高
さ
二
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
搔
き
上
げ
も
認
め
ら
れ
る
。
第
二
回
段
差
西
隣
の
堀
幅
ば
一
二
メ
ー

ト
ル
、
第
三
回
段
差
東
隣
り
の
堀
も
ほ
ぼ
同
じ
幅
で
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
ま
た

こ
の
付
近
で
の
堀
の
外
縁
の
深
さ
は
二
メ
ー
ト
ル
余
を
測
る
。
土
塁
の
残
存
は
全

く
認
め
ら
れ
な
い
。

（
二
〇
）
一
枚
畠
西

こ
の
台
地
の
西
側
を
い
い
、
台
地
最
高
部
よ
り
や
や
西
方
外
側
へ
降
っ
た
と
こ

ろ
に
荻
荻
窪
・
水
ノ
尾
へ
降
る
山
道
が
外
郛
を
横
断
す
る
の
で
、
古
く
か
ら
こ
の

交
叉
点
が
「
水
ノ
尾
口
」
に
比
定
さ
れ
て
き
た
。
延
宝
図
系
の
諸
城
図
に
そ
の
状

況
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
城
図
も
虎
口
の
形
態
は
示
さ
ず
、
ま
た
現
在
そ

の
遺
構
も
虎
口
と
は
認
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
混
乱
し
て
い
る
。

|

枚
畠
北
よ
り
直
角
に
西
南
方
向
へ
折
れ
る
密
柑
畑
が
あ
り
、
こ
れ
は
四
周
が
高

く
畑
全
体
が
沈
ん
で
い
る
の
で
つ
ま
り
一
枚
畠
西
の
北
端
の
堀
遣
構
と
推
定
さ
れ

る
。
長
さ
三
メ
丨
ト
ル
、
幅
は
最
狭
部
で
一
三
メ
丨
ト
ル
を
測
り
、
一
枚
畠
北
よ

り
お
よ
そ
三
メ

―

ト
ル
低
い
。

道
路
は
こ
の
畑
の
外
側
西
方
を
北
へ
向
っ
て
荻
窪
側
へ
降
る
も
の
と
、
こ
の
畑

の
南
側
を
通
っ
て
や
や
西
進
し
て
か
ら
同
じ
く
荻
窪
へ
降
る
二
本
が
あ
り
、
現
在

西
方
へ
直
進
す
る
車
道
は
最
も
新
ら
し
く
対
象
と
し
な
い
で
お
く
と
、
古
城
図
は

諸
系
統
の
も
の
が
す
べ
て
後
者
を
示
し
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
の
道
は
降
り
か
け

て
浸
蝕
が
深
く
、
い
か
に
も
古
道
の
面
影
を
示
し
は
す
る
も
の
の
、
し
か
し
外
郭

遣
構
か
ら
や
や
隔
絶
し
地
形
上
に
も
遣
構
に
も
虎
口
の
存
在
し
た
形
跡
は
認
め
ら

れ
な
い
。
あ
る
い
は
前
者
の
道
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

車
道
南
部
は
崩
壊
と
切
削
が
著
し
く
、
遣
構
は
全
く
確
認
で
き
な
い
。
棚
状
に
削

平
さ
れ
た
耕
地
が
あ
り
、
こ
れ
が
遣
構
の
存
在
し
た
部
分
ら
し
く
、
幅
は
車
道
沿

い
で|

〇
メ
ー
ト
ル
、
や
や
一
枚
畠
南
へ
接
近
し
て
八
メ

―

ト
ル
を
測
っ
た
。

全
域
に
土
塁
も
確
認
で
き
な
い
が
、
図
示
し
た
堀
暹
構
の
位
置
よ
り
外
側
は
搔
き

上
げ
部
の
残
存
形
態
で
あ
る
。

（
二
一
）
一
枚
昌
南

前
項
に
述
べ
た
棚
状
削
平
地
の
南
端
に
堀
の
遣
構
が
存
在
し
、
こ
の
付
近
よ
り

一
枚
畠
の
南
面
遣
構
を
記
述
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
右
の
よ
う
に
仮
称
し
た
。
末

端
は
一
枚
畠
中
央
に
向
っ
て
「
外
張
虎
口
」
形
態
の
入
り
堀
が
存
在
す
る
付
近
ま

で
を
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
。

堀
幅
は
平
均
一
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
崩
壊
の
み
ら
れ
る
別
の
場
所
で
は
八
メ
丨

ト
ル
を
測
っ
た
。
掻
き
上
げ
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
部
分
の
最
西
端

に
近
く
高
さ
一
・
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
も
の
が
残
存
し
て
い
る
。
土
塁
も
入
り
堀

を
除
い
て
は
全
く
確
認
で
き
な
い
。

東
端
の
入
り
堀
は
松
原
図
系
各
城
下
絵
図
が
虎
口
形
態
を
表
現
す
る
も
の
に
相

当
し
、
北
方
一
枚
畠
東
よ
り
の
入
り
堀
の
外
側
を
な
し
、
双
方
か
ら
入
り
込
ん
で

平
面
的
に
は
虎
口
の
姿
を
示
す
が
、
構
造
的
に
は
か
な
り
異
様
で
そ
の
意
義
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
双
方
堀
底
は
共
通
し
て
外
郭
堀
底
よ
り
も
高
く
、
堀
幅
も
外
郭

の
そ
れ
よ
り
小
規
模
で
一
枚
畠
南
の
も
の
で
は
底
部
で
約
三
メ
ー
ト
ル
、
両
側
に

土
塁
が
あ
り
、
そ
の
間
隔
で
は
六
メ
丨
ト
ル
を
測
る
。
外
郭
と
は
直
角
に
ほ
ぼ
直

線
で
入
り
込
む
が
、
そ
の
長
さ
は
三
三
メ
丨
ト
ル
そ
れ
よ
り
直
角
に
東
へ
折
れ
て

七
メ
丨
ト
ル
ほ
ど
追
跡
で
き
る
。
松
原
図
系
各
図
で
は
こ
の
先
端
が
隘
路
に
な
る
。

延
宝
図
系
の
諸
図
は
こ
の
形
態
を
弧
状
に
え
が
く
が
こ
れ
は
遺
構
に
即
さ
な
い
。

最
近
で
は
全
体
が
極
め
て
浅
く
な
り
そ
の
先
端
は
埋
戻
さ
れ
て
不
明
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
も
最
近
の
改
変
で
原
状
復
帰
は
充
分
可
能
な
部
分
で
あ
る
。
こ
の
堀
は
鍵
折

を
持
ち
堀
底
が
高
く
、
し
か
も
入
り
堀
の
両
側
に
土
塁
の
痕
跡
を
残
す
な
ど
、
外

張
門
の
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
。
小
田
原
城
外
郭
虎
口

の
解
明
の
た
め
に
も
保
存

を
厳
重
に
し
て
、
将
来
の
発
掘
調
査
に
備
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。



（９）

（
二
二
）
香
林
寺
山
西

一
枚
畠
の
南
側
東
方
よ
り
小
峯
御
鐘
ノ
台
掘
り
切
り
西
堀
の
南
端
ま
で
を
、
小

字
名
に
ち
な
ん
で
香
林
寺
山
と
し
、
こ
れ
を
さ
ら
に
二
分
し
て
香
林
寺
山
西
お
よ

び
香
林
寺
山
東
と
仮
称
す
る
。

ま
ず
香
林
寺
山
西
の
部
分
は
総
延
長
約
二
四
〇
メ
丨
ト
ル
、
そ
の
東
端
は
仮
称

香
林
山
矢
倉
台
址
ま
で
と
す
る
。
西
端
部
入
り
堀
よ
り
二
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
方

に
段
差
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
競
輪
場
備
付
駐
車
場
に
よ
る
削
平
工
事
の
影
響

を
受
け
て
土
砂
が
移
動
し
、
高
低
差
そ
の
他
詳
細
は
観
察
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

更
に
東
部
は
ほ
と
ん
ど
が
雑
木
林
直
下
に
堀
が
あ
り
、
地
形
に
従
っ
て
次
第
に
東

方
へ
緩
く
傾
斜
し
、
東
端
は
段
差
に
よ
っ
て
香
林
寺
山
東
に
接
続
し
て
い
る
。
土

塁
は
全
域
に
観
察
で
き
な
い
。

堀
幅
は

一
○
メ
ー
ト
ル
内
外
で
、
現
況
は
草
地
な
ど
も
混
在
し
北
面
の
外
郛

一
帯
よ
り
利
用
は
激
し
く
な
い
の
に
、
掻
き
上
げ
の
残
存
が
意
外
に
少
く
、
以
前

現
在
よ
り
も
盛
ん
な
埋
戻
し
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
西
部
密

柑
畑
中
に
点
在
す
る
掻
き
上
げ
を
認
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
特
に
東
部
で
は
堀
幅
の

確
認
は
表
面
観
察
の
み
で
は
困
難
で
あ
る
。

（
二
三
）
香
林
寺
山
東

香
林
寺
山
西
と
の
接
続
は
約
三
メ
丨
ト
ル
の
段
差
を
示
し
、
こ
れ
よ
り
地
形
に

従
っ
て
東
方
へ
傾
斜
し
な
が
ら
御
鐘
ノ
台
大
掘
り
切
り
南
面
の
櫛
歯
状
遣
構
を
形

成
し
、
小
田
原
城
外
郭
中
最
も
変
化
に
富
ん
だ
複
雑
な
遣
構
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

大
部
分
は
城
南
中
学
校
建
設
工
事
に
よ
っ
て
失
な
わ
れ
た
。
ま
ず
右
の
段
差
に
直

接
接
続
し
て
矢
倉
台
址
か
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
以
前
は
あ
り
、
公
図
に
よ
る
と

四
周
に
空
堀
を
め
ぐ
ら
せ
た
長
方
形
の
突
出
部
分
で
あ
る
。
延
宝
図
系
の
諸
図
は
、

内
側
に
堀
を
欠
く
の
で
や
や
矩
形
の
張
り
出
し
と
し
て
表
現
し
、
さ
ら
に
古
い
松

原
図
系
の
各
図
は
こ
の
張
出
し
を
全
く
見
落
す
か
わ
り
に
、
そ
の
基
部
に
短
か
い

入
り
堀
を
加
え
て
虎
口
形
態
を
示
し
て
い
る
。
昭
和
十
三
年
中
山
氏
実
測
図
は
基

本
図
と
し
て
延
宝
図
系
定
用
い
て
い
る
ら
し
く
、
梯
形
の
張
り
出
し
は
描
く
が
内

側
の
堀
を
見
落
し
て
い
る
。

現
況
で
は
香
林
寺
山
西
の
堀
に
直
角
に
交
わ
っ
て
前
方
へ
突
出
す
る
堀
が
四
メ

丨
ト
ル
、
延
長
一
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
み
ら
れ< 

そ
の
先
端
部
付
近
か
ら
矢
倉
台
址

ら
し
い
も
の
の
相
当
す
る
位
置
に
な
る
の
が
、
現
在
は
切
崩
さ
れ
て
遣
構
は
な
い
。

右
の
堀
の
南
端
に
堀
を
横
断
す
る
土
橋
状
の
構
造
が
あ
り
、
そ
の
規
模
は
敷
幅
二

メ
丨
ト
ル
、
長
さ
六
メ
丨
ト
ル
、
深
さ
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
認
め
ら
れ
る
。

矢
倉
台
址
内
側
の
堀
は
崩
壊
に
よ
り
埋
没
し
て
い
る
が
、
東
へ
一
五
メ
丨
ト
ル
ほ

ど
か
ら
堀
の
残
存
が
み
い
だ
さ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
堀
は
東
方

へ
延
び
る
が
、
城
南
中
学
校
建
設
に
よ
っ
て
大
部
分
を
失
い
、
校
舎
と
校
庭
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
を
結
ぶ
急
な
通
路
の
中
間
よ
り
再
び
出
現
し
、
ほ
ぼ
直
線
状
に
ゆ
る
く

東
へ
傾
斜
し
て
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
延
長
は
約
一
〇
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
堀
は
堀
底
の
ほ
ぼ
正
中
線
ま
で
切
削
さ
れ
、
北
側
内
壁
を
示
す
の
み

で
、
外
壁
や
掻
き
上
げ
を
全
く
失
っ
て
い
る
。
た
だ
わ
ず
か
に
右
の
坂
道
の
傍
に

は
こ
の
堀
の
原
形
が
残
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
堀
の
形
状
が
推
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、

こ
の
付
近
外
郭
の
模
式
的
な
意
味
か
ら
も
貴
重
な
残
存
部
で
あ
る
。

（
二
四
）
上
二
重
外
張

一
枚
畠
の
高
地
か
ら
小
峯
御
鐘
ノ
台
南
部
を
ほ
ぼ
等
高
線
沿
い
に
東
進
し
て
き

た
外
郭
遣
構
は
、
小
峯
山
乗
越
の
付
近
で
御
鐘
ノ
台
東
堀
の
南
端
、
つ
ま
り
新
堀

遺
構(

後
述)

と
合
流
す
る
。
内
側
に
新
堀
が
あ
り
外
側
に
お
よ
ぞ
五
○
メ
ー
ト
ル

あ
ま
り
の
間
隔
で
外
郭
の
堀
が
並
行
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
御
鐘
ノ
台
以
西
の
外

郭
は
後
の
付
加
と
認
め
ら
れ
、
御
鐘
ノ
台
西
堀
の
三
方
向
の
段
違
い
構
造
に
対
応

す
る
。

外
郭
と
新
堀
と
の
接
合
は
、
併
行
す
る
二
本
の
堀
の
間
に
そ
れ
ら
の
堀
と
は
直

角
に
さ
ら
に
本
の
横
堀
を
入
れ
、
つ
ま
り
長
方
形
の
一
郭
を
形
成
す
る
構
造
で
あ

る
。
そ
し
て
古
道
は
こ
う
し
て
で
き
た
方
形
の
郭
内
を
貫
通
す
る
の
で
、
横
堀
二

本
の
そ
れ
ぞ
れ
に
外
張
構
造
を
施
こ
せ
ば
こ
こ
に
も
二
重
外
張
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
従
来
二
重
外
張
口
に
比
定
さ
れ
て
き
た
位
置
は
こ
こ
よ
り
更

に
東
方
下
段
に
相
当
す
る
の
で
、
こ
の
報
告
書
で
は
、
双
方
に
疑
い
を
残
し
て
、

こ
の
位
置
を
便
宜
上
「
上
二
重
外
張
」
と
呼
ん
で
お
く
。

上
二
重
外
張
の
横
堀
の
う
ち
先
端
つ
ま
り
下
段
の
堀
は
完
全
に
失
な
わ
れ
て
、

現
在
道
路
に
な
っ
た
。
上
段
の
横
堀
も
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
そ

の
一
部
が
痕
跡
的
に
認
め
ら
れ
る
。
外
郭
側
の
遺
構
の
位
置
は
道
路
南
側
の
人
家

と
そ
の
背
後
に
相
当
し
、
原
形
を
知
る
手
が
か
り
は
地
籍
図
に
頼
る
し
か
な
い
。

（
二
五
）
三
の
丸
外
郭
新
堀
土
塁

小
峯
御
鐘
ノ
台
大
掘
切
東
堀
の
南
端
に
起
源
し
、
小
峯
山
・
天
神
山
の
南
面
を

東
方
に
進
ん
で
、
平
地
に
移
行
し
て
は
三
ノ
丸
総
構
を
構
成
す
る
遺
構
で
あ
る
が
、

記
載
の
便
宜
上
こ
れ
を
更
に
細
分
し
、
こ
こ
で
仮
称
す
る
新
堀
と
は
天
神
山
遣
構

西
縁
ま
で
と
す
る
。
新
堀
の
語
は
天
正
十
五
年
の
伝
肇
寺
文
書
に
そ
の
用
例
が
あ

る
の
で
そ
れ
を
踏
襲
し
た
。

西
よ
り
東
へ
記
述
す
る
と
、
小
峯
山
乗
越
部
分
は
道
路
の
交
叉
す
る
位
置
で
遺

構
を
消
失
し
、
三
の
丸
外
郭
新
堀
土
塁
入
口
付
近
か
ら
堀
の
内
側
土
塁
が
残
る
。

し
か
し
堀
底
の
規
模
は
搔
き
上
げ
の
位
置
が
残
ら
な
い
の
で
判
定
が
困
難
で
あ
る
。

新
堀
よ
り
三
井
邸
・
閑
院
宮
邸
に
達
す
る
部
分
ま
で
、
引
続
き
こ
の
状
態
で
、
閑

院
邸
・
新
堀
間
の
下
段
で
地
形
な
り
に
内
壁
は
二
回
屈
曲
を
み
せ
る
。
こ
の
屈
曲

は
文
久
図
に
も
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。

伝
肇
寺
背
後
東
方
よ
り
推
定
遺
構
位
置
は
尾
根
の
主
軸
に
近
づ
き
、
天
神
山
掘

切
に
近
い
部
分
に
敷
幅
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
土
塁
ら
し
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。



（１０）

図６．小田原城総構遺構図「東堀～鉄砲矢場」
『史跡小田原城址保存管理計画策定報告書』
小田原市教育委員会 1975
作図：小田原城郭研究会

（
二
六
）
二
重
外
張

上
二
重
外
張
よ
り
お
よ
そ
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
東
方
へ
進
ん
だ
位
置
で
、
や

は
り
外
郭
は
新
堀
の
外
側
に
付
加
さ
れ
た
形
態
で
は
じ
ま
り
、
こ
れ
よ
り
早
川
河

口
ま
で
小
田
原
旧
市
街
地
の
西
縁
を
形
成
し
て
い
る
。
現
在
現
場
は
分
譲
地
と

な
っ
て
全
く
旧
態
を
失
な
い
、
外
張
構
造
の
東
隣
に
一
箇
所
堀
底
を
の
こ
す
の
み

で
あ
る
。

城
下
絵
図
に
よ
る
と
松
原
図
系
と
延
宝
図
系
と
は
構
造
の
表
現
が
対
立
し
、
公

図
類
で
は
こ
れ
ら
城
下
絵
図
と
も
ま
た
異
な
つ
た
形
態
を
み
せ
る
。
と
り
あ
え
ず

松
原
図
系
で
は
、
新
堀
に
対
し
直
角
に
二
叉
の
あ
る
低
平
な
Ｙ
字
型
の
堀
が
描
か

れ
る
が
、
公
図
で
は
こ
の
Ｙ
字
型
は
そ
れ
ほ
ど
低
平
で
な
い
。
松
原
図
系
で
は
こ

の
Ｙ
字
型
の
中
に
狭
長
な
一
郭
が
認
め
ら
れ
る
が
、
公
図
は
半
円
形
の
一
郭
に
な

る
。
延
宝
図
形
の
諸
図
は
Ｙ
字
型
を
な
さ
ず
外
郭
は
二
叉
し
な
い
。
分
譲
地
化
さ

れ
る
以
前
の
地
形
図
に
よ
る
と
こ
の
Ｙ
字
の
内
部
は
か
な
り
比
高
の
高
い
舌
状
地

で
幅
も
ひ
ろ
く
、
し
た
が
っ
て
公
図
は
最
も
忠
実
に
原
形
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
の
報
告
書
の
図
は
推
定
線
を
公
図
に
よ
っ
て
仮
り
に
示
し
た
。

（
二
七
）
伝
肇
寺
西

土
地
開
発
以
前
に
は
堀
の
内
側
の
高
さ
六
メ
丨
ト
ル
、
長
さ
五
メ
丨
ト
ル
ほ
ど

が
残
存
す
る
部
分
が
あ
っ
た
。
土
地
開
発
時
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
て
、
堀
幅

十
六
・
五
メ
ー
ト
ル
、
堀
底
幅
六
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
十
メ
ー
ト
ル
の
総
構
で

は
最
大
級
の
規
模
の
堀
が
出
現
し
た
。
ま
た
、
堀
底
に
は
高
さ
一
・
七
メ
ー
ト
ル

の
堀
障
子
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
本
城
小
田
原
城
か
ら
は
天
神
山
丘
陵
沿
い
に
大

き
く
西
側
に
配
さ
れ
る
こ
の
地
域
は
箱
根
か
ら
相
模
湾
ま
で
一
望
で
き
る
地
域
で

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
西
に
は
豊
臣
秀
吉
の
本
営
石
垣
山
城
や
細
川
忠
興
の
陣
場
も

見
ら
れ
、
西
か
ら
の
脅
威
に
対
す
る
防
衛
と
し
て
、
開
戦
以
前
よ
り
警
戒
し
て
い

た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
天
然
の
要
害
と
し
て
西
に
早
川
が
流
れ
る
こ
と
も
総
構
が

天
神
山
沿
い
に
築
か
れ
る
利
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
二
八
）
鉄
砲
矢
場

小
田
原
城
西
側
外
郭
で
は
山
地
の
斜
面
を
走
る
部
分
か
ら
平
地
へ
後
行
す
る
接

点
で
、
構
成
上
重
要
な
位
置
に
あ
る
が
全
体
に
破
壊
か
進
み
、
特
に
東
端
は
新
幹

線
の
開
通
工
事
に
よ
っ
て
全
く
切
断
さ
れ
た
。

通
称
「
鉄
砲
矢
場
」
は
掻
き
上
げ
も
比
較
的
明
瞭
で
、
長
さ
約
一
三
メ
丨
ト
ル
に

わ
た
っ
て
ほ
ぼ
遺
構
が
追
跡
で
き
る
。
内
側
よ
り
記
す
と
土
塁
の
幅
四
メ
丨
ト
ル
、

高
さ
二
～
五
メ
丨
ト
ル
、
堀
幅
一
六
メ
丨
ト
ル
、
外
側
の
掻
き
上
げ
は
敷
幅
二
メ

丨
ト
ル
、
高
さ
二
メ
丨
ト
ル
な
ど
を
測
っ
た
。
な
お
犬
走
り
と
も
思
わ
れ
る
段
が

二
～
四
メ

―

ト
ル
の
幅
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
る
が
、
ま
だ
犬
走
り
と
確
言
は

で
き
な
い
。
な
お
こ
の
堀
の
深
さ
は
墓
地
建
設
当
時
平
均
一
間
ほ
ど
埋
戻
し
た
と

言
わ
れ
る
。



（１１）

図７．板橋見附の変遷 田代道彌
『小田原城とその城下』小田原市教育委員会 1990

写真1．伝肇寺西より出土した総構の堀 （写真提供：小田原市文化財課）



（１２）

図８．小田原城総構遺構図「早川口二重遺構」『史跡小田原城址保存管理計画策定報告書』
小田原市教育委員会 1971 作図：小田原城郭研究会 難波明 山口隆



（1３）

（
三
一
）
小
田
原
三
台
場

御
台
場
と
言
え
ば
、
現
代
で
は
東
京
の
臨
海
副
都
心
を
思
い
起
こ
す
が
、
本
来

は
幕
末
の
異
国
船
に
対
す
る
海
防
の
砲
台
を
意
味
す
る
。
戦
国
時
代
の
総
構
の
遺

構
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
幕
末
に
お
け
る
小
田
原
城
遺
構
の
一
部
と
し
て
紹
介

し
た
い
。
江
戸
末
期
、
ロ
シ
ア
船
来
航
事
件
が
起
こ
る
と
、
幕
府
は
蝦
夷
地
を
直

轄
領
と
し
て
、
文
化
四
（
一
八
〇
六
）
年
、
ロ
シ
ア
船
の
打
払
い
令
を
発
布
す
る
。

そ
し
て
小
田
原
藩
で
は
百
姓
一
揆
な
ど
の
鎮
圧
も
含
め
て
非
常
時
の
浦
固
め
と
し

て
土
肥
筋
（
湯
河
原
町
）
、
小
田
原
浦
、
領
境
の
羽
根
尾
村
、
根
府
川
関
所
な
ど

へ
の
出
兵
が
科
せ
ら
れ
た
。

文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
、
伊
豆
大
島
沖
に
イ
ギ
リ
ス
船
が
現
れ
る
と
、
根

府
川
関
所
と
土
肥
筋
に
一
番
手
が
出
陣
し
、
こ
れ
が
小
田
原
藩
と
し
て
最
初
の
浦

固
め
と
な
っ
た
。
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
か
ら
非
常
時
の
際
に
小
田
原
藩
は
相

模
の
国
の
警
備
と
し
て
浦
賀
奉
行
所
を
川
越
藩
と
と
も
に
援
助
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
翌
々
年
の
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
に
は
浦
賀
に
イ
ギ
リ
ス
の

捕
鯨
船
が
来
航
し
、
小
田
原
藩
よ
り
四
百
十
二
人
の
兵
と
十
七
隻
の
船
を
動
員
し

て
い
る
。

清
国
が
ア
ヘ
ン
戦
争
で
敗
れ
る
と
幕
府
の
緊
張
感
も
増
し
、
弘
化
元
（
一
八
四

四
）
年
、
小
田
原
藩
は
幕
府
よ
り
相
模
伊
豆
の
二
カ
国
の
海
防
の
命
を
受
け
、
小

田
原
藩
主
大
久
保
忠
愨
は
韮
山
代
官
江
川
英
龍
へ
台
場
の
築
造
を
依
頼
、
名
門
江

川
家
の
当
主
は
代
々
太
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
て
お
り
、
自
ら
を
胆
庵
（
た
ん
あ

ん
）
と
号
し
た
英
龍
は
西
洋
事
情
や
高
島
流
砲
術
を
学
び
西
洋
砲
術
塾
『
韮
山

塾
』
を
開
校
、
海
軍
の
創
設
や
反
射
炉
の
建
設
、
農
兵
の
必
要
性
な
ど
海
防
論
を

既
に
説
い
て
い
た
。

小
田
原
藩
か
ら
松
国
弥
八
郎
、
別
府
信
次
郎
、
深
水
程
右
衛
門
の
三
名
の
藩
士

が
『
韮
山
塾
』
に
入
門
。
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
三
月
、
こ
の
三
人
の
小
田
原

藩
士
は
免
許
皆
伝
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
年
の
閏
四
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
測
量
船

マ
リ
ナ―

号
が
下
田
沖
を
通
過
、
小
田
原
藩
か
ら
二
九
一
人
の
援
兵
が
送
り
込
ま

れ
た
と
い
っ
た
こ
と
も
起
き
て
い
る
。
翌
年
嘉
永
三(

一
八
五
〇)

年
、
三
人
の
小

田
原
藩
士
は
海
上
よ
り
荒
久
、
代
官
町
、
万
町
の
三
箇
所
を
選
定
し
、
台
場
築
造

を
開
始
し
て
い
る
。
並
行
し
て
多
数
の
大
砲
が
造
ら
れ
全
三
十
二
門
の
う
ち
二
十

八
門
を
小
田
原
藩
、
残
り
四
門
を
江
川
家
に
鋳
造
を
依
頼
し
、
嘉
永
五(

一
八
五

二)

年
十
一
月
に
晴
れ
て
三
基
の
小
田
原
台
場
が
竣
工
し
た
。

翌
嘉
永
六
（
一
八
五
三)

年
、
老
中
阿
部
正
弘
の
命
を
受
け
た
英
龍
は
品
川
台
場

の
着
工
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

小
田
原
藩
は
領
内
の
警
備
地
域
、
浦
固
（
う
ら
が
た
め
）
と
し
て
、
代
官
町
台

場
を
軸
と
し
た
三
台
場
詰
、
小
田
原
浦
固
、
真
鶴
岬
固
急
手
、
大
磯
照
ヶ
崎
固
急

手
、
土
肥
筋
・
東
筋
浦
固
、
根
府
川
関
所
固
の
計
八
箇
所
を
選
定
し
て
い
る
。

台
場
の
規
模
と
し
て
は
、
文
久
図
に
縦
四
十
間
・
横
六
十
間
と
記
さ
れ
て
お
り
、

縦
七
十
二
、
横
一
〇
八
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
規
模
で
あ
っ
た
。
安
政
六
（
一
八
五

こ
の
遣
構
の
下
段
は
県
立
職
業
訓
練
校
構
内
で
、
こ
の
中
に
も
不
明
の
遺
構
が

散
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
板
橋
口

(

上
方

口)
は
現
在
板
僑
見
付
付
近
に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
小
田
原
城
外
郭
は
そ
の
構

成
か
ら
考
え
て
そ
の
よ
う
な
位
置
に
虎
口
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
、
職
業
訓
棟

所
構
内
一
帯
は
今
後
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
ぃ
部
分
と
思
わ
れ
る
。
空
堀
は
低
地

で
は
小
田
原
用
水
北
際
ま
で
存
在
し
、
鉄
砲
矢
塢
の
空
堀
と
の
段
差
は
三
メ
ー
ト

ル
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

（
二
九
）
板
橋
見
附

こ
の
名
称
は
も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
の
も
の
で
後
北
条
氏
時
代
と
は
関
係
な
い
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
位
置
を
示
す
便
宣
だ
け
に
用
い
た
。
見
附
地
形
は
板

橋
旧
道
の
位
置
よ
り
南
へ
国
道
を
横
断
し
て
そ
の
南
際
ま
で
を
占
め
、
こ
の
位
置

よ
り
西
方
は
約
四
メ
ー
ト
ル
の
高
低
差
を
も
っ
て
低
い
。
見
附
道
路
に
沿
っ
た
形

態
で
光
円
寺
境
内
西
側
に
高
さ
一
・
八
メ
丨
ト
ル
の
土
塁
が
残
存
し
て
い
る
。
こ

の
寺
は
国
道
拡
幅
の
た
め
著
し
く
前
面
を
削
平
さ
れ
後
退
し
て
い
る
が
、
こ
の
土

塁
痕
跡
は
公
図
を
参
照
し
て
も
原
地
形
の
残
存
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一

般
に
こ
の
付
近
が
後
北
条
氏
時
代
板
橋
口(

上
方
口)
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
地

形
的
に
は
か
な
り
う
た
が
わ
し
い
。

（
三
〇
）
早
川
口
二
重
遺
構

小
田
原
城
総
構
の
「
早
川
口
遣
構
」
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
通
称
も
そ
う

な
り
つ
つ
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
慎
重
を
期
し
て
標
題
の
よ
う
に
呼
ん
で
お
く
。
旧

妙
光
寺
の
台
地
よ
り
旧
感
応
寺
ま
で
、
北
よ
り
東
に
か
け
て
比
高
三
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
小
丘
が
と
り
ま
き
、
西
よ
り
南
へ
小
田
原
用
水
の
分
流
を
導
き
、
そ
の
結
果

構
成
さ
れ
る
長
三
角
形
の
凹
部
が
主
体
で
あ
る
。
分
流
沿
い
に
長
軸
は
七
九
・
六

メ
ー
ト
ル
、
北
部
が
幅
広
く
約
四
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
虎
口
ら
し
い
地
形
が
南

端
に
あ
っ
て
そ
の
部
分
の
た
け
分
流
の
外
側
に
突
出
す
る
。
分
流
に
沿
っ
て
土
塁

の
痕
跡
が
あ
り
幅
は
約
一
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
六
～
二
・
八
メ
ー
ト
ル
、
南

方
で
は
土
塁
敷
は
次
第
に
や
せ
て
約
六
メ
丨
ト
ル
に
な
る
。

東
側
の
丘
状
部
と
の
移
行
は
石
積
み
が
施
さ
れ
て
原
状
は
利
明
し
な
い
が
、
北

部
に
一
箇
所
そ
れ
を
欠
く
部
分
が
あ
り
、
小
丘
の
中
途
に
空
堀
ら
し
い
形
跡
が
あ

る
。
こ
の
小
丘
と
分
流
沿
い
土
塁
と
の
間
の
凹
部
は
か
な
り
低
湿
で
、
そ
の
状
態

か
ら
水
濠
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
東
西
両
端
に
遺
構
が
あ
り
、
南
端
の
虎

口
形
態
も
諸
城
下
絵
図
や
現
況
に
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
小

田
原
城
外
郭
の
低
地
の
虎
口
を
想
定
す
る
可
能
性
は
、
も
っ
と
検
討
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。



（１４）

九
）
年
と
推
定
さ
れ
る
砲
台
寸
法
書
下
書
（
小
田
原
有
信
会
文
庫

小
田
原
市
立

図
書
館
蔵
）
に
は
、
大
塁
の
長
さ
六
十
六
間
余
り
（
約
百
十
九
メ
ー
ト
ル
）
、
堀

の
長
さ
七
十
九
間
（
一
四
二
メ
ー
ト
ル
）
、
堡
障
堤
の
長
さ
一
二
七
間
（
二
二
八

メ
ー
ト
ル
）
、
堡
障
堤
の
内
側
に
三
角
形
の
陵
堡
を
大
十
三
、
小
十
二
の
計
二
十

五
を
交
互
に
配
置
し
た
と
記
さ
れ
て
る
。

『
当
浦
御
台
場
并
浜
畑
町
間
見
取
絵
図
』
（
小
田
原
市
立
図
書
館
蔵
）
と
い
う
、

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
四
月
二
十
六
日
に
行
な
わ
れ
た
小
田
原
海
岸
で
の
高
島

砲
術
の
調
練
の
模
様
を
描
い
た
絵
図
面
で
は
、
荒
久
台
場
と
万
町
台
場
が
七
門
、

代
官
町
台
場
が
八
門
の
備
砲
を
備
え
て
い
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
三
二
）
滄
浪
閣
土
塁

滄
浪
閣
は
初
代
内
閣
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
の

別
邸
と
し
て
一
般
に
は
大
磯
の
滄
浪
閣
が
有
名

だ
が
、
小
田
原
の
滄
浪
閣
は
そ
れ
よ
り
も
六
年

も
早
く
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
造
ら

れ
た
。
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
に
穂
積

陳
重
、
富
井
雅
章
、
梅
謙
次
郎
の
三
名
の
法
学

博
士
ら
に
よ
っ
て
、
民
法
が
練
ら
れ
民
法
起
草

の
地
と
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
九
（
一
八

九
六
）
年
、
滄
浪
閣
が
大
磯
へ
移
転
す
る
と
建

物
は
伊
藤
の
側
近
で
あ
る
金
子
賢
太
郎
に
引
き

継
が
れ
、
リ
ゾ
ー
ト
旅
館
と
し
て
名
称
を
「
養

生
館
」
と
改
称
す
る
。
し
か
し
、
明
治
三
十
五

(

一
九
〇
二)

年
に
訪
れ
た
「
小
田
原
大
海
嘯
」

に
よ
っ
て
大
破
す
る
。

現
在
は
そ
の
殆
ど
を
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
僅
か
な
が
ら
そ
の
垣
根
の
土

壇
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
伊
藤
像
が
建

つ
が
、
土
地
所
有
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
見
学
が

許
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
土
壇
は
小
田
原
城
総

構
の
土
塁
で
あ
る
。
現
況
で
総
延
長
二
十
・
五

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、
式
幅
約

二
十
三
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
海
岸
土
塁
で
は
最

も
保
存
状
態
が
良
い
。
連
上
院
土
塁
と
比
較
す

る
と
高
さ
で
は
蓮
上
院
土
塁
に
は
及
ば
な
い
も

の
の
、
土
塁
に
使
用
し
た
土
砂
は
ほ
ぼ
同
じ
、

あ
る
い
は
滄
浪
閣
土
塁
の
方
が
多
い
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
滄
浪
閣
の
規
模
そ
の
も
の
が
西

に
五
十
一
メ
ー
ト
ル
も
延
長
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
判
明
し
て
い
る
。

図９．

図１０．江戸口見附の変遷 田代道彌
『小田原城とその城下』小田原市教育委員会 1990



（１５）

（
三
三
）
北
条
氏
時
代
『
山
王
口
』
と
古
新
宿
町

現
在
の
古
新
宿
町
の
東
端
に
位
置
し
た
。
北
条
稲
荷
の
前
で
そ
れ
ま
で
東
進
し

て
き
た
街
道
は
急
に
反
転
し
、
海
岸
の
砂
丘
に
登
っ
て
二
度
左
折
し
な
が
ら
山
王

川
河
口
に
向
か
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
徳
川
家
康
が
五
街
道
に
設
置
し
た
「
一

里
塚
」
も
、
こ
の
砂
丘
上
の
先
端
に
置
か
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
北
条
氏
時
代
後
期

の
東
海
道
は
、
こ
こ
古
新
宿
を
通
過
し
て
い
て
、
当
時
の
こ
の
地
の
町
名
は
新
宿

で
あ
っ
た
。
こ
の
一
帯
に
は
鍛
冶
職
が
多
く
住
ん
で
い
て
、
北
条
氏
が
彼
ら
に
発

給
し
た
文
書
に
は
新
宿
の
名
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
の
新
宿
の
こ
と
で
は

な
い
。
そ
の
後
こ
の
地
の
鍛
冶
職
は
武
器
の
製
作
か
ら
鍋
釜
に
転
職
し
、
こ
の
地

の
一
角
に
鍋
町
の
名
を
残
し
て
い
る
。

（
三
四
）
『
江
戸
口
』
と
新
宿
町

前
期
大
久
保
氏
時
代
が
過
ぎ
て
し
ば
ら
く
経
て
、
稲
葉
氏
の
時
代
の
寛
永
頃

(

一
六
三
三
前
後)

、
現
在
の
新
宿
町
東
外
れ
か
ら
山
王
川
付
近
迄
の
一
帯
に
広
く

展
開
し
て
い
た
沼
沢
地
の
中
に
、
一
条
の
土
橋
を
建
設
し
て
そ
の
橋
脚
の
位
置
に

新
し
く
『
江
戸
口
』
を
開
い
た
。

こ
れ
は
後
に
江
戸
口
見
附
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
工
事
計
画
は
小

田
原
城
天
守
閣
の
改
築
は
じ
め
御
成
道
の
新
設
な
ど
広
範
な
一
連
の
城
の
近
世
化

エ
事
に
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
く
、
こ
れ
に
続
く
三
代
将
軍
家
光
の
上
洛
計
画
と
無

関
係
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

新
し
い
江
戸
口
門
の
建
設
に
伴
っ
て
、
そ
の
内
側
の
沿
道
に
新
宿
が
構
成
さ
れ

た
。
そ
こ
で
新
旧
二
つ
の
新
宿
が
並
立
す
る
結
果
に
な
り
、
そ
の
た
め
こ
れ
を
区

別
し
て
前
者
に
は
「
古
」
を
冠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
五
）
蓮
上
院
土
塁

こ
の
遺
構
は
小
田
原
城
外
郭
の
う
ち
平
地
部
に
残
存
す
る
貴
重
な
部
分
で
、
史

跡
指
定
地
で
も
あ
る
。

区
域
と
し
て
は
新
玉
小
学
校
東
よ
り
蓮
上
院
東
ま
で
延
長
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
土
塁
と
し
て
残
存
し
、
土
塁
に
沿
っ
て
渋
取
川
が
流
れ
て
い
る
。

土
塁
の
中
央
部
は
東
西
七
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
範
囲
が
土

塁
主
軸
よ
り
西
方
に
移
動
し
、
渋
取
川
と
の
間
に
、
こ
の
部
分
だ
け
梯
形
の
空
地

を
生
ず
る
。
土
塁
の
高
さ
は
北
部
で
は
渋
取
川
河
底
よ
り
頂
部
ま
で
六
・
三
メ
ー

ト
ル
、
内
側
か
ら
は
三
メ
ー
ト
ル
、
南
部
で
は
渋
取
川
问
底
よ
り
高
さ
四
メ
ー
ト

ル
、
内
側
で
は
一
・
八
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。

土
塁
敷
幅
は
北
部
で
は
約
七
メ
ー
ト
ル
、
主
軸
の
移
動
す
る
部
分
で
は
六
メ
ー

卜
ル
、
南
部
で
は
崩
壊
が
あ
る
ら
し
く
九
・
二
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。

北
部
土
塁
で
は
頂
部
内
側
に
武
者
走
り
状
の
平
坦
部
が
あ
り
、
こ
の
幅
は
四
メ
ー

ト
ル
、
頂
部
外
側
と
は
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
低
い
の
で
、
し
た
が
っ
て
外
側
に
は
小

土
塁
状
の
隆
起
が
残
存
す
る
。

主
軸
移
動
部
の
南
端
よ
り
南
へ
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
範
囲
の
土
塁
は
内
側
が

約
二
分
の
一
幅
ほ
ど
削
ら
れ
て
い
る
。

な
お
外
側
を
流
れ
る
渋
取
川
は
、
小
田
原
城
外
郭
に
付
属
す
る
か
な
り
人
工
的

な
分
流
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
西
部
外
郭
の
小
田
原
用
水
の
分
流
に
対

応
す
る
も
の
ら
し
い
が
、
最
近
こ
の
水
路
が
暗
渠
に
改
修
さ
れ
て
土
塁
と
分
流
と

の
立
体
的
な
構
成
の
観
察
が
不
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

（
三
六
）
『
渋
取
口
』
承
地

天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇)

秀
吉
軍
の
来
攻
に
備
え
て
構
築
さ
れ
た
小
田
原
城

大
外
郭
は
、
「
め
ぐ
り
三
里
」(

一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

と
言
う
ほ
ど
に
巨
大
な
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
内
城
東
の
低
湿
地
に
面
し
て
は
高
い
土
塁
の
外
側
に

流
水
を
導
い
て
、
泥
水
に
よ
る
要
害
の
効
果
を
さ
ら
に
増
幅
さ
せ
て
い
る
よ
う
に

観
察
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
稲
葉
氏
の
治
世
に
、
大
外
郭
外
側
の
帯
状
に
狭
長
な
こ
の
低
湿
地
に

新
田
開
発
が
企
図
さ
れ
、
そ
れ
以
来
現
在
ま
で
「
渋
取
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
極

め
て
細
長
い
。
さ
ら
に
北
条
氏
時
代
に
は
こ
の
外
郭
の
一
角
に
『
渋
取
ロ
』
な
る

城
門
が
存
在
し
た
と
伝
え
る
が
、
現
在
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
天
保

頃
（
一
八
四
〇
前
後)

に
は
次
の
伝
承
が
あ
っ
た
。

「
一
、
大
新
馬
場(

地
名)

高
室
仁
兵
エ
屋
舖
ノ
東
南
ノ
土
手
ヨ
リ
切
石
ヲ
多
ク

鏨
リ
出
ス
。
金
渋
取
渡
リ
橹
ノ
石
垣
ノ
石
成
ヘ
シ
。
渋
取
表
通
リ
ノ
石
垣
ハ
元
禄

ノ
頃
今
ノ
山
王
ノ
社
頭
ノ
石
垣
二
用
フ
。
尚
、
山
王
ノ
社
ノ
下
ニ
記
ス
。
又
、
此

屋
鋪
ニ
渋
取
稲
荷
ト
言
フ
古
キ
小
祠
ア
リ
。
寛
政
ノ
頃
迄
ハ
天
正
ノ
棟
札
有
シ
ヲ

今
ハ
何
レ
エ
力
紛
失
シ
テ
見
エ
ズ
。
」

(

『
相
中
雑
誌

仁

』)

「
一
、
渋
取
ロ

一
名
竹
ノ
花
ロ

小
田
大
新
馬
場
ト
中
島
村
ト
ノ
境
二
旧
跡
有

リ
。
元
禄
ノ
頃
迄
ハ
矢
倉
台
ノ
石
垣
モ
其
儘
有
リ
シ
ヲ
、
如
何
成
故
カ
今
ハ
芦
子

川
ノ
往
還
側
ノ
山
王
社
ノ
石
垣
ニ
成
ト
云
々
。
」

(
『
相
中
雑
誌

智
』)

【
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